
活動名：第２８回Ｍｅ＆ＹＯＵサッカ－フェスティバル 

日 程：令和７年７月２６日（土）・２７日（日） 

会 場：あづま総合運動公園 

参 加：L100＋Ｔ６選抜 １２名 

帯 同：熊坂コーチ 

サポート：貝和コ－チ 

結 果：初日・リーグ戦 

VS十文字ＦＣ      １：３ 

VS清水ＳＳＳ      ３：０ 

ＶＳ森合ＳＳＳ      １：２ 

※リーグ 3位・Ｙｏｕトーナメント（９～１６位）へ 

 

２日目・Ｙｏｕトーナメント 

ＶＳＶｉｖｏ          １：２ 

ＶＳリーブル会津        １：１ ＰＫ１－２ 

ＶＳＦＵＲｉＡＲＯＪＡ ｊｒ  ２：１ 

最終順位 １５位／２４チーム 

  

報告 

テーマ 

   一人一人が自分のマ－クする相手を明確にし、責任を持って対応すること。 

 攻守の切替を早くすること。 

自分のシュ－トレンジでは積極的にゴールを狙いにいくこと。 

味方がシュ－トを放ったらゴール前に詰めてセカンドボ－ルを狙いにいくこと。 

    

良かったところ 

    

   ＮＡＣカップ準優勝と好成績でしたのでシステムを継続してチャレンジしてみまし

た。初戦の相手が強豪だったこと、暑さが厳しかったこともあり運動量が上がらず

防戦一方となってしまい２失点してしまいました。まず守備を安定させるためにシ

ステムを変更しました。ボールへの寄せが早くなりボールを奪えるようになったこ

とで攻撃も出来るように変化していきました。１点返して、その後もあわや同点と

いうチャンスを作りましたが決めきれず、逆に相手に豪快なミドルシュ－トを決め

られて敗戦となりました。しかし試合中でのシステム変更にも関わらずしっかりと

対応してくれたこと、強豪相手に善戦出来たことはとても良かったです。 

 

    強豪チ－ムが相手の大会の中で全６試合で得点してくれました。 

   ＮＡＣカップでの経験が大きいと思いますが、ゴールへ向かう姿勢やシュ－トへの

積極性が見られ、少しづつですが意識が高まってきていることを感じました。こう

した結果が自信になるかと思います。今後もゴ－ルへの意識を高く持ち、チャレン



ジしていって下さい。 

 

初日の３試合目から２日目にかけて守備がかなり良くなりました。 

一人一人マ－クをしっかり捕まえられるようになってきたことで、ボールへの寄せ

も早くなりました。また高い位置でボ－ルを奪えるようにもなり攻撃のチャンスも

増えていきました。今後も怖がらずに攻撃的な守備を継続していって下さい。 

 

   毎年強豪が揃う大会で厳しい戦いになるだろう、もしかしたら１番下のトーナメン

トになるかもと考えていました。結果こそ１５位でしたが、準優勝した十文字ＦＣ

さんやＹｏｕトーナメントを制したＶｉｖｏさんなどを相手に互角以上に戦ってく

れたことは本当に素晴らしかったです。試合を重ねる毎に成長を感じさせてもらえ

たのは嬉しく思いました。 

緊張感のある試合の連続の中で、良い内容の試合が出来たことは自信にして欲しい

ですし、素晴らしい経験になったことでしょう。 

次の大会では内容だけでなく、結果にも繋げられるように更に頑張って欲しいと思

います。期待しています。 

 

 

  課題 

    

    自陣ゴ－ル前でのトラップミスやパスミスによる失点。また前の大会でも見受け

られたロングボ－ルへの対応ミスによる失点もありました。コーナ－キックでは

ボールにも相手にも怖がってしまい寄せることが出来ず失点した場面もありまし

た。自分達で気を付ければ防げる失点をしてしまうのは勿体ないことです。あの

失点がなければと皆さん自身が感じたところもあるのではないでしょうか？ 

    修正していきましょう。 

 

    相手ゴ－ル前でボールを受けた時にダイレクトでシュ－トを打つのか、トラップ

するのかで結果が変わります。 

    浮球をノーバウンドで処理するのか、後ろに下がりバウンドさせて処理するのか

で結果が変わります。 

    どちらが正しいかはその場面によって異なります。 

大切なことは、その状況で最適な判断を選べるかということです。今大会でも違

う判断が出来ていたら試合結果も変わっていたかもと感じるところがありました。 

ピッチ全体を常に見渡し、最適な判断が出来るように意識しましょう。 

 

  次のプレ－の予測と連続性を持って欲しいと思います。 

  パスを出した後に動かない、敵にシュ－トを打たれたらボールを見て止まってい

ることがありました。 

  サッカ－はワンプレ－して終わるスポ－ツではありません。ボールが外に出るか、



審判の笛がなるまでプレ－が止まることがありません。 

  自分がプレ－した後もどのように関わるのか、また次にどんなプレ－が起こるの

かを考えられると足を止めることなく動き続けられるようになるかと思います。 

  相手より先に良いポジショニングが取れれば有利に働きます。難しいことですが

考えながら取り組んでいって欲しいと思います。 

 

  試合中ベンチにいる選手が試合に関係のない話をしていることがありました。 

とても残念です。 

ベンチにいてもチームの為に出来ることはありますし、チームとして全員が同じ

目標を持って取り組んで欲しいと思います。 

チ－ム一丸となって戦えるようになろう。 

 

 

  出来事 

    

    熱中症が心配でしたがご父兄の皆様のご協力により無事に大会を終えることが出

来ました。ありがとうございました。 

    ご父兄の皆様の応援に支えて頂いたことで素晴らしい試合が出来ました。 

    得点をした時の盛り上がりは選手達の大きな力になりました。 

    今後もア－レの活動にご理解とご協力をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


